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「
川
舟
祭
り
」
は
、
航
海
安
全
・
大
漁
・
商
売
繁

盛
を
祈
願
し
た
住
吉
社
の
夏
祭
り
で
、
旧
暦
6
月
29

日
に
行
わ
れ
ま
す
。
安
岐
川
河
口
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

真
っ
赤
な
炎
と
と
も
に
川
舟
神
幸
（
し
ん
こ
う
）
が

始
ま
り
、
み
こ
し
舟
、
お
は
や
し
船
と
闇
の
中
か
ら

姿
を
現
し
、
闇
と
炎
と
水
し
ぶ
き
の
饗
宴
で
す
。

第
６
回 

富
来
開
運
夕
涼
み
夏
ま
つ
り

　
　

８
月
12
日
㈰  

国
東
町
富
来
港
入
口
開
運
通
り

　

地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
「
富
来
よ
う
な
れ
会
」
の

主
催
に
よ
る
夏
祭
り
も
今
年
で
６
回
目
。

　

ハ
ワ
イ
ア
ン

ダ
ン
ス
、
演
歌

シ
ョ
ー
や
カ
ラ

オ
ケ
大
会
が
行

わ
れ
、
お
盆
で

帰
省
し
た
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、

多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

川
舟
祭
り

　

７
月
28
日
㈯  

安
岐
町
下
原
商
店
街
〜
港
橋
付
近

▲かがり火船からは、勇壮な締め込み姿の男たちが水しぶきを上げて川に飛び込みます

　

む
さ
し
の
里
の
夕
涼
み
と
し
て
恒
例
の
夏
の
夜
祭

り
。
22
団
体
・
約
２
０
０
人
が
参
加
し
た
納
涼
踊

り
・
供
養
踊
り
に

続
き
、
祭
り
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花

火
大
会
で
は
、
尺

玉
を
含
む
約
２
、

８
０
０
発
の
色
と

り
ど
り
の
花
火

に
、
観
客
か
ら
大

き
な
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

第
34
回 

夏
の
夜
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
15
日
㈬  

武
蔵
港

　

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
か

わ
い
い「
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
」に

続
き
、「
も
の
ま
ね
＆
歌
謡

シ
ョ
ー
」や
豪
華
商
品
の

あ
た
る
大
抽
選
会
、フ
ィ

ナ
ー
レ
の
花
火
大
会
に
、

会
場
に
訪
れ
た
多
く
の
皆

さ
ん
は
暑
い
夏
を
楽
し
み

ま
し
た
。

第
22
回 

ご
ん
げ
ん
ま
つ
り

　
　
　

８
月
４
日
㈯  

国
見
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

そ
の
年
の
時
事
・
出
来
事
等
を
風
刺
し
た
作
品
を

展
示
。
毎
年
奇
想
天
外
な
ア
イ
デ
ア
で
見
物
客
を
楽

し
ま
せ
ま
す
。
夜
は
、
神
輿
や
舞
踊
、
大
抽
選
会
な

ど
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

小
川
見
立
て
細
工・七
夕
飾
り

　
　

７
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰  

安
岐
町
小
川
商
店
街

▲市長賞を受賞しためじろんの見立細工

▲子ども神輿

▲安岐川の水や井戸水を使って、一斉打ち水大作戦が
　行われました

　

養
老
年
間
に

建
立
さ
れ
た
由

緒
あ
る
夏
祭

り
。
コ
ン
チ
キ

チ
ン
と
鉦
太
鼓

の
音
を
鳴
り
響

か
せ
な
が
ら
、

山
車
が
区
内
を

走
り
回
り
ま

す
。 桜

八
幡
社
夏
季
大
祭

　

７
月
30
日
㈪
〜
８
月
１
日
㈬  

国
東
町
桜
八
幡
社

▲7月30日㈪に行われた「つるがわまつり」では、地元の有志による
　カラオケや舞踊が披露されました

▲人々の歓声を浴び、ところ狭しと元気よく町内を走り回った
　曳山連中の皆さん

まちの
話題

まちの
話題

まちの
話題

まちの
話題夏祭り・イベント特集夏祭り・イベント特集

盛り上がった大抽選会のようす▶

▲富来中学校の皆さんによる「富中ソーラン」に来場者から多くの拍手が送られました

▲子どもたちもめじろんと一緒に
　元気いっぱい！「めじろんダンス」

▲納涼踊り・供養踊りでは各団体ごとに趣向を凝らした衣装で参加

▲今年もオープニングを飾った子どもたちによる「ダンスショー」


